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　12月26日に、住信ＳＢＩネット銀行ほか
４者と「林業・林政ＤＸの実現及びカーボ
ンニュートラルへの貢献に向けた連携に関
する協定」を締結しました。
　この協定により、市を含む６者連携のもと、
林業・林政ＤＸの加速化による安来市の林
業・木材産業の発展と、森林由来クレジット
の創出に向けて協働で取り組んでいきます。

林業の発展と活性化

今月の1枚

市長日記市長日記

　12月２日・３日に情報科学高校で「情報ＩＴフェ
ア」が開催されました。生徒たちが企画・運営する
ブースや企業等とコラボした最新技術を体験できる
ブースでは、画像生成ＡＩ、メタバース、ＶＲといっ
た近年の技術が盛りだくさん。訪れた人はさまざま
なＩＴに驚きながらも楽しんでいました。
　画面内で人物の手の位置にざるが出現し、動きに
連動するドジョウすくいのＡＲゲームを体験した参
加者は「持ち上げる動きに反応してドジョウがはね
るのが面白かったです」と話していました。

　人権への理解を深めてもらおうと、12月９日に
「人権フェスティバル  つなげて未来や2023  in  ひ

ろせ」が広瀬中央交流センターで行われました。
　今回は、佐藤みどりさんがＬＧＢＴ等の当事者と
して登壇。「左利きの人や血液型がＡＢ型の人と同
じくらいの割合、11人に１人がＬＧＢＴであると
言われていますが、多くの人がカミングアウトでき
ずに苦しい思いを抱えています」と話し、島根県内
にも当事者がいる、身近なことであると考えてもら
えたらと、体験談を交えながら講演しました。
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　荒島地区活性化推進協議会の設立30周年を記念し
て、桜の苗木を提供した安来十神ライオンズクラブと
合同で植樹祭が行われました。この日は荒島小学校の
児童を招き、大人になっても思い出として残るよう一
緒に植樹をしました。� 12月11日：古代出雲王陵の丘
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このマークの記事は、関連
写真を「市公式フェイス
ブック」で公開しています。

▲「普通の反対はもうひとつの普通、それぞれ
自分らしく生きてほしい」と語りかけました。

▲ドローンの飛行ルートをプログラムして飛ば
すコーナー。動作の順番・高さ調節が重要です。
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　12月10日にアルテピアで「歳末たすけあい安来
市民余芸大会」が開催され、21組の個人・団体が
歌や踊り、楽器の演奏を披露しました。
　ブラスバント演奏を披露したやすぎJr.ブラスバン
トの秦さくらさんは「大きなホールにたくさんのお
客さんがいる中で演奏ができて良かったです。２曲
だけだったけど、しっかり演奏することができて楽
しかったです」と話しました。
　この日の収益金は、歳末たすけあい募金として地
域福祉活動に役立てられます。

　12 月１日に伯太中央交流センター（わかさ会館）
で、安来市食生活改善推進協議会設立 30 周年を記
念して式典と講演会が開催されました。
　講演会では、あそびばキッチンコンソーシアム代
表の佐々木久美氏が「美

お い

味しく食べて健康長寿　安
来のごはん」と題し、働き盛り世代やシニア世代と
いった年代ごとに食べてほしい食品が変わっていく
こと、その土地でできた食材を食べると健康になれ
る「身土不二」の食生活を次の世代に伝えてほしい
などのお話がありました。

▲和食は口の中で味の対比を楽しめ減塩しても
おいしく食べることができると語る佐々木氏。
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　令和５年度「ディスカバー農
む ら

山漁村の宝」に、広
瀬町東比田で活動しているシバザクラの会が選定さ
れ、中国四国農政局主催の選定証授与式が12月18
日に行われました。
　この表彰は、地域の活性化や所得向上の取り組み
に対し行われています。水田の盛り土や農道横の斜
面へのシバザクラの植栽等を行っているシバザクラ
の会。植栽による草刈り作業の省力化、共同作業に
よる交流の増加、「シバザクラ祭り」での関係人口
増加といった成果が受賞につながりました。
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　音楽との向き合い方を学ぶ「宮田大  チェロ・リ
サイタル　弦楽クリニック」が、12月14日に第一
中学校で開催されました。
　チェロ奏者・宮田大さんによる指導と、宮田さん
と伴奏のジュリアン・ジェルネさんによる演奏に、
弦楽部の生徒たちは、圧倒されつつも真剣に聞き入
り、自分の糧としていました。弦楽部長の植田咲希
さんは「今までは楽譜通りに間違えないことを意識
しすぎていましたが、イメージを音にすることに力
を入れたいです」と話していました。

▲弦楽部員32人にとって、日本を代表するチェ
リストの宮田さん（左）から学ぶ貴重な経験に。

▲広瀬バンビーキッズは、メドレーで曲を流し、
さまざまなダンスを披露しました。

▲安来庁舎で選定証の授与式が行われ、シバザ
クラの会から７人が出席しました。


